
Clostridium difficile toxin検体提出数が正の相関を示した
ことから，抗菌薬の濫用に対する対策や適正な抗菌薬選
択，適正な投与期間，標準予防策の実施などの取り組み
を実施したうえで，抗菌薬使用量を抑えることが重要だ
と示唆された。

まとめと展望

　今回，平成22年度の調査よりも対象施設を拡大した
ことで，日本国内（本調査参加194施設）の感染制御に
かかわる薬剤師の実態がより明らかになったと考える。
また，医療施設における専門/認定薬剤師や感染制御活
動にかかわる薬剤師の取り組み内容や実施状況を具体的
に数値として示し，比較することが可能となった。さら
に，全国を対象とした抗菌薬使用量調査を実施し，その
使用量や施設背景との関係を明らかにしたことにより，

今後専門薬剤師が各施設において感染制御の取り組みを
評価する指標として期待できることが示唆された。本調
査は，今後さらに多くの施設において実施し，継続的に
行っていく必要が考えられた。
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はじめに

　医師や看護師においては，それぞれの教育課程および
職員教育のなかで医療現場において行う実地実習が不可
欠とされ，大きな意味をもち続けてきた。後進を育成す
るシステムは，その分野，職種の発展を支える大きな柱
であり，継続的に人を育てることに成功した組織のみが，
将来に向けた可能性を広げていけるといっても過言では
ないだろう。学術第６小委員会は，卒後研修の一環とし
て実施される病院における薬剤師レジデント制度の実態
を調査し，その制度のもたらす成果を明らかにすること

を目的として，平成23年度から活動を開始した。初年
度の具体的な目標として，まず先行実施されている薬剤
師レジデント制度の実態を明らかにすることで，新たに
制度を設ける施設に参考となる情報を提供すること，ま
た，将来のキャリアパスとして薬剤師レジデントを志望
する薬学生や，大学の進路指導担当者にとって必要な
ディレクトリーを提供することを掲げた。

米国における薬剤師レジデント制度

　米国における薬剤師レジデント制度は，Pharm. D.コー
ス修了者が薬剤師免許を取得した後のキャリアパスとし
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て位置づけられ，通常，post-graduate year 1（以下，
PGY1）と呼ばれる１年目のプログラムにおいて，臨床
薬剤業務全般に渡った研修を行い，PGY1修了者のなか
からさらに専門分野に特化した２年目post-graduate 
year 2（以下，PGY2）に進む者が選抜される。American 
Society of Health-system Pharmacists（ASHP）やAmerican 
Pharmaceutical Association（APhA）は，各医療機関に
おける一定水準を満たした薬剤師レジデントプログラム
を認証するとともに，登録されたレジデント希望者と認
証受入施設間を調整するマッチングプログラムを設けて
いる。これらのプログラムに参加した者は施設間で異な
るが，おおよそ初任給の半分程度の奨学金（給与）を得
ることができる。
　PGY1はPharmacy（病院やクリニックにおける薬剤師
業務），Community Pharmacy（地域の薬局薬剤師業務），
およびManaged Care Pharmacy（民間保険機関と患者
の契約に基づく医療における薬剤業務）の３種のプログ
ラムに分かれ，平成24年５月現在の認証施設数は，
Pharmacyが最も多く761施設，Community Pharmacy
が79施設，Managed Care Pharmacyが36施設となって
いる。PGY1の薬剤師レジデントには，患者中心のケア
と臨床薬剤業務を経験するなかで，専門的能力の成長を
促し，将来どのような分野においてもリーダシップを発
揮できるスキル形成の機会が提供される。PGY1の薬剤
師レジデントはそのプログラムを通して，問題解決のた
めに必要な知識を習得し，戦略を絞り込む能力を獲得し，
専門的価値観や態度を確立し，臨床的判断力を高めてい

く。
　PGY2は，Board of Pharmaceutical Specialities（BPS）
によって専門薬剤師認定が行われているPharmacotherapy，
Nuclear Pharmacy，Oncology Pharmacy，Nutrition 
Support Pharmacy，Psychiatric Pharmacy，Ambulatory 
Careなどの各分野に加えてInfections Disease Pharmacy，
Drug Information，HIV Pharmacyなど多岐に渡るプロ
グラムが用意されている1)。
　平成23年８月，本小委員会メンバーが，神戸大学・
神戸薬科大学薬剤師レジデント（２年目）２名と共に，
カリフォルニア大学サンフランシスコ校（以下，UCSF）
での薬剤師レジデント（PGY1）の臨床研修見学並びに
研修指導者（プリセプター）や薬剤師レジデントと意見
交換を行う機会があった。薬剤師レジデントは病棟チー
ムの一員として，処方薬剤の変更等積極的に薬物治療に
かかわっていた。外来でもワルファリン服用患者からの
情報収集を行い，プリセプターと連携して投与量調節を
進めていることが印象的であった。また薬学生の臨床実
習にも薬剤師レジデントはプリセプターと共に指導に加
わっており，実践的に研修していることを神戸大学・神
戸薬科大学薬剤師レジデントと共に把握した（図１）。

わが国における薬剤師の
卒後臨床研修制度

　わが国における卒後臨床研修制度については，従来か
ら大学病院を中心に実施されていた薬剤師研修生制度が
ある。なかには，40年以上継続している実績を有した
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•毎日プリセプターと面談，
　１日の報告をする
•薬学生を受け持つ（２名程度）
•リーダーシップ教育を受ける

•１人５名程度の患者を受け持つ
•患者情報の収集

図１　薬剤師レジデントとプリセプター，薬学生（UCSF)



施設もあり，これまでに病院薬剤師の養成に重要な役割
を果たしてきた。通常半年～１年間の研修期間が設けら
れており，必要に応じて期間の延長が可能とされている
場合もある。研修修了生の進路は，多くの場合，研修受
入施設や関連病院での勤務である。
　一方，わが国における薬剤師レジデント制度は，その
歴史も浅く，米国のように公的な研修プログラム認証は
行われておらず，施設ごとに独自の運営がなされている。
わが国で薬剤師レジデントを標榜しているプログラムは
大きく２つに分類される。すなわち，先に述べた薬剤師
研修生制度と同様に学部あるいは大学院卒業後の薬剤師
の最初のキャリアとしての初期研修プログラムと2)，あ
る程度薬剤師経験あるいは研究・教育歴を経た後に特定
の分野におけるスペシャリストを目指す専門薬剤師プロ
グラムに大別される。後者の具体例としては，がん専門
薬剤師の養成を目的とした薬剤師レジデント制度があ
る3,4)。当委員会では卒後臨床研修制度としての薬剤師レ

ジデント制度を目的にしているため前者を中心に調査し
た。

薬剤師レジデント募集施設の
WEBサイト公開

　当委員会では薬剤師レジデント制度の現状を把握する
目的で，日本病院薬剤師会会員医療機関を対象にWEB
ベースのアンケート調査を実施した。当初の調査項目は
平成24年度薬剤師レジデント募集に関する項目と平成
23年度以前にすでに実施された薬剤師レジデントプロ
グラムの詳細に分かれる。平成24年度薬剤師レジデン
ト募集に関する項目については，施設の了解を得たうえ
で，薬剤師レジデント・ディレクトリーとしてWEBサ
イト「病院薬剤師レジデント制度について/日本病院薬
剤師会学術第６小委員会」http://mss.usindia.com/anket/
top.htmlに公表しており，平成24年５月時点で22施設
の登録があった（図２）。
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図２　薬剤師レジデント募集医療機関MAP



薬剤師レジデントの現状調査概要

　初期研修プログラムとしての薬剤師レジデント制度は，
薬学教育の四年制から六年制への移行期，すなわち薬系
大学からの新卒者がほとんどなかった平成22～23年度
を境に増加傾向がみられ，平成24年度受け入れ分から
募集を始めた施設も多くみられた。病院規模はベッド数
が200床以下の病院から1,000床を超える大学病院まで
多岐に渡っている。研修期間はすべて１年以上であり，
米国のPGY1，PGY2に対応する形で，２年に渡って段階
的なプログラムを呈示している施設が大半を占めた。ま
た，研修期間の延長を認めている施設もあった。
　既存の薬剤師研修制度と異なる点として，薬剤師レジ
デントにはなんらかの給与が支払われていた。多くは非
常勤薬剤師の採用枠を利用して人件費を確保し，月額で
初任給と同等かやや少なめの給与が支払われていたが，
交通費や福利厚生なども非常勤職員並みの処遇が与えら
れる場合もあった。
　指導体制については，がん，感染制御，精神科薬物療
法，緩和薬物療法，栄養サポートチーム（NST），糖尿
病などの専門認定を受けた薬剤師が在籍している施設が
多く，薬剤師レジデントの教育にその専門性が活用され
ている。また，薬学六年制教育における早期体験学習や
病院実務実習受け入れにあたって，薬剤師レジデントが
薬学生の指導にかかわることにより，双方の教育に効果
をもたらした事例の報告もあった5～7)。

薬剤師レジデント交流会

　平成24年３月20日に当委員会メンバーが所属する神
戸大学・神戸薬科大学戦略的連携支援事業，兵庫医科大
学病院薬剤部，神戸市立医療センター中央市民病院薬剤
部の共催により「薬剤師レジデント交流会～明日への夢
をつなごう～」が開催された。当日は，約160名の参加
者を数え，薬剤師レジデント制度を開設している施設や
今後レジデント生の募集を計画している施設，薬系大学

関係者らに加えて現役の薬学生の参加が全体の半数を占
めた。特別講演，現役レジデントによる海外研修報告や
ポスター発表，レジデント経験者や指導者，大学教員を
交えたパネルディスカッションと密度の濃いプログラム
を通して，病院薬剤師レジデント制度の今後の方向性に
ついて活発な議論がなされた。総合討論では，レジデン
ト制度を遂行するための財源確保，研修カリキュラムの
質の担保，第３者機関によるプログラム認証の必要性な
ども指摘された。

おわりに

　本稿では，委員会活動の概要を紹介するにとどめたが，
詳細は上述の当委員会WEBサイト上で閲覧可能とした
ので参照されたい。当委員会の活動により，六年制薬学
教育下における卒後薬剤師研修制度確立に向けた議論が
促されることを期待している。最後に当委員会活動にご
協力いただいた諸氏に心より感謝の意を表したい。
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